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◆略歴	
 

京都府出身。博士（文学、東北大学）。日本学術振

興会特別研究員（ＤＣ、ＰＤ、海外特別研究員）、

Institute   of   Community   Cohesion客員研究員、

University  College  London客員研究員などを経て、

2015年4月に近畿大学総合社会学部に講師として

着任。専門は、社会学理論、社会統合の政治哲学、

現代若者ムスリム、ニューカマー児童・生徒の学校

適応、ジェンダー／セクシュアリティ研究など。  
	
 

◆研究概要等	
 

 「グローバル化時代の社会統合」をテーマとして、

多様化する現代社会における統合のあり方につい

て、社会学・政治哲学に基づき探求しています。国

境を越境する人々（特に、若者、女性、ムスリム）が、

いかに自身の複数のアイデンティティをマネジメン

トし、ホスト社会に適応しているのかという点に関心

があります。

◆研究テーマ等

１．イギリスの社会統合をめぐる実証・政治哲

学研究	
 

多文化化するイギリス社会のなかで、移民やマイノ

リティをいかに社会に包摂するのか、そういった視

点から政策や多文化社会の現状について研究し

ています。また、リベラル・ナショナリズムや多文化

主義といった観点から、多様性・平等・結束のバラ

ンスのとれた、望ましい社会統合モデルについても、

イギリスやヨーロッパの事例を踏まえつつ、検討し

ています。その成果として、2013 年 12 月に『リベラ

ル・ナショナリズムと多文化主義－イギリスの社

会統合とムスリム』勁草書房（右写真）を出版しまし

た。 
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２．グローバル化時代の女性ムスリムの信仰と

社会統合 

現代の女性ムスリムの信仰と社会参加について研

究しています。特にグローバル化や情報化のなか

で、どのように女性が、「ムスリム（=イスラーム教徒）」

として、現代社会のシステム（教育、労働、家族な

ど）に参加しているのか、その内在的論理の解明

を目指しています。それにより、ムスリムたちに与え

られている偏見やステレオタイプを相対化し、今を

生きる等身大の彼女たちの姿に迫っています。具

体的には、イギリス、日本、マレーシアをフィールド

とし、比較調査をおこなっています。 

３．日本のニューカマー児童・生徒の学校適応

をめぐる研究 

海外にルーツをもつ児童・生徒（主にブラジル系）

の日本の学校への適応をめぐる調査・研究をおこ

なっています。こうした子どもたちが、なぜ学校へ

の適応に困難を感じ、それにはどのような構造的

要因（移民特有の家族関係、コミュニティの欠如、

経済的問題、学校対応の問題など）が存在し、い

かにして問題を克服することができるのかが関心

です。具体的には愛知県知多市でＮＰＯを運営し、

子どもに対する支援を通じて問題解決に向け取り

組んでいます。
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◆趣味等	
 

1:	
 愛の／についてのコミュニケーション	
 

2:	
 韓国ドラマ／映画	
 

3:	
 小説（浅田次郎、森博嗣、谷崎潤一郎など）	
 

  
◆ゼミの宣伝等  

テーマ: セクシュアリティ、ジェンダー、女性のからだ 

      現代社会論、グローバル化と宗教、多文化社会論  

運営: 文献をもとに活発な議論をおこなっています。年に一度、社会の多様な現実に触れるため、フィール

ドワークに出かけています。昨年度は鶴橋コリアンタウンを訪れました（上写真）。 

その他: 恋愛トークは（超）得意なので、ゼミや飲み会などで話しましょう！ 

 


